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Ⅰ．田中浩太郎顧問 卒寿の祝賀と感謝の会 開催のお知らせ 

 この度は田中浩太郎顧問が６月10日に満90歳を迎えられたので「卒寿の祝賀」と、名古屋事務所

を15年弱の間使用させていただいた事に関して「感謝の会」を、下記のように企画いたしました。当

日は田中顧問ご夫妻が出席されます。多忙であると存じますがご出席をお願いいたします。 

記 

 日時：2012年７月８日（日）12：00～14：00 

 場所：ルブラ王山・はなのき（地下１階） 千種区覚王山通り８－18 ℡052－762－3151 

 会費：6,000円 

 申込：電子メールの方は、 h.noguchi@uotushaji.co.jp までお願いします。 

    郵送の方は、返信葉書にてお願いします。 

    ６月 30日（土）までに、宜しくお願いします。 

 問合：052－453－5838(野口)まで、FAXの方が確実です。 

 内容：開会の辞 

    会長挨拶 

    乾杯・会食 

    フルート演奏 

    出席者からの一言 

    田中顧問挨拶 

    閉会の辞 

 

Ⅱ．第 117回 定例研究会の開催について 

日 時：2012年７月 22日(日)、午後１時より 

場 所：大同大学滝春校舎 Ａ棟 14階 交流室 （収容人数 約 150席） 

  １．研究報告、調査報告 

    「産業遺産の見方・調べ方‐自動車エンジン‐」加藤真司・予定 

    「愛知県の落合煉瓦工場に関する研究(その１)‐工場の歴史と煉瓦窯‐」水野信太郎・予定 

    「愛知県の落合煉瓦工場に関する研究(その２)‐落合煉瓦の煉瓦窯の実測調査‐」 

                                     野口英一朗・予定 

    「用水路揚水エンジン」加藤真司・予定 

    「鹿児島 薩州見取り絵図の大幅機復元について」石田正治・予定 
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    「瓦斯燈建設届‐中埜又左衛門氏‐」永田宏・浅野伸一・井土清司・予定 

  ２．その他の諸報告、保存問題など 

  ３．研究誌、会報(研究会ニュースレター) 

  ４．シンポジウム 

  ５．その他 

  当日の注意事項など 

  ＊今回の大同大学は初めての会場です。 

  ＊最後のページに大学までのアクセスとキャンパスマップを掲載しています。 

  ＊当日は、学内でオープンキャンパス（入学試験の説明会）が開かれています。 

  ＊会場へはＡ棟とＢ棟とを繋ぐ「東側出入口」を利用してください。 

  ＊自動車での来場は不可です。（駐車場の利用はできません） 

  ＊特に、ペットボトルや食事後のゴミなどの後片付けをお願いいたします。 

 

Ⅲ．第 20 回 総会の報告 

司会（井土清司）・記録（柳田哲雄）、参加：38名 

場所：名古屋工業大学11号館２階11211（Ｔ１）教室、開催日：2012/05/27（日） 

資料：Ａ４判 18頁 

会長挨拶 佐々木会長 

  ・東日本大震災により原発事故が発生した。今後、原発がどのように扱われるのか、当会として

看過できない問題である。これを当会の本年の研究課題としたい。 

  ・名古屋テレビ塔の保存を求めてきた。これに関して、永田さんより報告(記念講演)がなされる。 

  ・稼働中の施設を産業遺産とするか否かの論争がある。佐々木会長としては、稼働中のものも産

業遺産とすることに賛成であるが、この事例が少ない。などのことが述べられた。 

議長選出 

  総会の議長には、佐々木会長が選出された。 

議  事 

  １．2011年度(平成 23年度)事業報告 

    野口事務局長より報告があり、承認された。 

  ２．2011年度(平成 23年度)会計報告 

   研究会会計 

    市野会計幹事より報告があり、承認された。 

   書籍会計 

    藤田書籍幹事より報告があり、承認された。また、書籍会計は支出が収入を超えていること

も報告された。 

  ３．2011年度(平成 23年度)監査報告 

    研究会会計・書籍会計及び特別会計について、植田監査より各会計とも正確に処理されてい

る旨の報告があった。 

  ４．2012年度～2013年度役員と組織（案） 

    野口事務局長より役員と組織の変更について説明があり、承認された。 

    役員の変更(追加)は、以下のとおり。 

    会長:佐々木→石田 監査:岡野→吉田 顧問:佐々木 

    企画幹事:(産業遺産ウォーキング担当)柳田を追加 会計幹事:朝井を追加された。 

    役員の変更について、寺沢副会長より人選等について補足説明がなされた。 

    記念事業特別幹事(「台湾の産業遺産を歩く」担当):大橋、記念事業特別幹事(「産業遺産の

見方調べ方」に関する出版担当):天野 

  ５．2012年度(平成 24年度)事業計画（案） 
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    野口事務局長より事業計画の説明があり、承認された。 

  ６．2012年度(平成 24年度)予算（案） 

    市野会計幹事より説明があり、承認された。 

  ７．その他 

  ・名古屋事務所について:野口事務局長より説明があった。上前津の名古屋事務所は、本年内に

整理することになった。 

  ・今後の書籍の扱いについて:名古屋事務所の閉鎖に伴う書籍の扱いについて、藤田書籍幹事よ

り説明があった。このことに関して「書籍の規定」の一部を変更する。 

  ・在庫書籍の処理について:在庫として大量にある書籍、書籍幹事・会員が保管している書籍の

販売及び在庫書籍の処理について、藤田書籍幹事より説明がなされた。 

  ・創立記念事業について:野口事務局長から、当会の設立経緯や同様な活動を行っている他の団

体等との関連を明らかにして、創立記念事業の意義を考えたい旨の説明があった。 

   「昨年の総会において、創立記念事業として ①台湾の阿里山鉄道の産業遺産を歩く ②産業

遺産に関する書籍の出版 が承認されているが、②の書籍出版はシンポジウム又は記念講演

会の開催に変更することになると思われる。」ことも報告された。 

  ・今後の課題:書籍会計の維持が困難になっていることから、会誌「産業遺産研究」の電子化な

どの検討を進める。役員等の選出基準がないため、役員の長期固定化などの問題がある。 

 

(休憩)    会費納入・会誌配布など                （10 分） 

 

［120-02-01］記念講演「名古屋放送局（ラジオ）のあゆみ」   永田 宏 

                                    資料：Ａ４判 11頁 

 テレビのデジタル放送化による名古屋テレビ塔に設置されていたアンテナの行方、大正４年の無線

電信法、名古屋におけるラジオ放送の開局まで、開局後、社団法人日本放送協会の設立、戦時中と戦

後のラジオ放送、新しい日本放送協会の発足の経緯等について講演がなされた。 

 佐々木会長の退任挨拶 

  佐々木会長より退任の挨拶がなされた。 

 石田新会長の就任挨拶 

  石田新会長より会長就任の挨拶がなされた。 

 

(休憩)    会費納入・会誌配布など                 （５分） 

 

Ⅳ．第 116 回 定例研究会の報告 

司会（井土清司）・記録（柳田哲雄）、参加：37名 

場所：名古屋工業大学11号館２階11211（Ｔ１）教室、開催日：2012/05/27（日） 

新会員紹介 

 松下佐知子会員(２年前に入会、例会に初参加)が紹介された。 

 

１．研究報告、調査報告 

［116-11-01］見方調べ方「電気機器‐軸受と絶縁から‐」   市野清志 

資料：なし 

 回転電機(モータ)の軸受、電気絶縁、電磁鋼板について、材料の高品質化や軽量化の変

遷について報告がなされた。 

 

２．その他の諸報告、保存問題など 

  なし 
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３．研究誌、会報(研究会ニュースレター) 

［116-31-01］研究誌『産業遺産研究第19号』について   浅野伸一 

 本日、『産業遺産研究第19号』を配布した。例年に比べて掲載希望が多く、一部を割愛したがペー

ジ数が多くなっている。書籍印刷の費用が嵩むことになるが、今年度も電子書籍とせず印刷書籍とし

たい。ただし、PDF化したものを印刷業者に渡すことなどにより経費の削減をしたい。 

［116-31-02］会報ニュースレター 電子メール版の原稿募集   橋本英樹 

 

４．シンポジウム 

［116-41-01］シンポジウム「日本の技術史をみる眼」第31回   山田 貢 

 今後、テーマ・開催場所・開催時期等の検討をして行く。 

 

５．見学会、その他の催し物 

［116-51-01］「ものづくり文化再発見！ウォーキング」予定報告   柳田哲雄 

①高速道路の技術と「旧木曽街道」、食卓を支える「卸売市場」を見て歩き 

  実施場所：名古屋市、豊山町 

  実施時期：平成24年 11月 11日（日）名古屋中央卸売市場の30周年イベントに同調する。 

  コースの概略：北区役所⇒名古屋高速道路公社「ネックス・プラザ」⇒御用水跡街園⇒黒川樋門

⇒庄内用水頭首工・元杁樋⇒味鋺神社⇒名古屋中央卸売市場⇒豊山町社会教育センター郷土資料

室⇒県営名古屋空港（今後、微調整） 

②水郷の町の歴史遺産と「信長街道」、酒蔵見学のコース 

  実施場所：蟹江町 

  実施時期：平成24年９～12月（詳細は今後検討） 

  コースの概略：JR蟹江駅⇒龍照院⇒山田酒造⇒蟹江町歴史民俗資料館・蟹江城址⇒足湯かにえの

郷⇒甘強酒造⇒近鉄蟹江駅（今後、微調整） 

［116-51-02］「2012年 パネル展」   大橋公雄 

   １．2013/01/22(火)～02/03(日) 名古屋都市センター11F まちづくり広場・企画展示コーナー 

   ２．2013/01/27(日) 13:00～17:00 講演会・公開研究会 名古屋都市センター11F 大研修室 

［116-51-03］「定例研究会で見方調べ方や調査研究報告予定及び９月見学希望の用紙記入のお願い」

大橋公雄 

   該当箇所を記入し、例会幹事に提出すること。 

 

６．文献紹介、資料紹介 （   ）内は紹介者 

【参考文献】 

  なし 

【参考資料】 

  なし 

【その他の資料】 

［116-63-01］「ＧＩＨ会報 No.85」岐阜産業遺産調査研究会            （事務局） 

 

７．出版広報事業 

［116-71-01］インターネット http://csih.sakura.ne.jp/ 左記に変更しています。 

［116-71-02］中部産業遺産研究会の本 

 

８．委員会、役員会、研究分科会 

［116-81-01］幹事会・役員会 

・必要に応じて電子メールにて開催 
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・第１回 幹事会 2012/07/22(日) 12:00～12:30 大同大学滝春校舎 Ａ棟 14階交流室・予定 

・第２回 幹事会 2012/11/25(日) 12:00～12:30 名城大学名駅サテライト・予定 

［116-81-02］シンポジウム「日本の技術史を見る眼」第31回記念 実行委員会 

・第１回 2012/05/27(日) 10:00～12:00名古屋工業大学11号館２階11211（Ｔ１）教室 

・第２回 2012/07/22(日) 10:00～12:00 大同大学 Ａ棟 14階交流室・予定 

［116-81-03］第８回「2012 年度 パネル展・名古屋のまちづくりを発展させた鉄道網」（仮）勉強会 

・第３回 2012/06/24(日) 14:00～16:30 名古屋都市センター13F 

［116-81-04］研究誌『産業遺産研究第20号』編集委員会 

・必要に応じて電子メールや電話にて開催 

［116-81-05］TICCIH 台湾 2012 準備委員会・勉強会 

 

９．総務・事務局関係 

［116-91-01］研究会スケジュール、関連団体スケジュール、他 

・田中浩太郎顧問 「卒寿の祝賀と感謝の会」 2012/07/08(日) 12:00～14:00 ルブラ王山 

・書籍価格の特別割引２段目     2012/07/07(土) 13:30～15:00 名古屋事務所 

・第 117回例会           2012/07/22(日) 13:00～ 大同大学滝春校舎Ａ棟14階交流室 

                        会場にご注意してください。 

・第118回例会・見学会       2012/09/23(日) 13:00～ 見学先未定 

・産業考古学会全国大会       2012/10/06(土)～07(日) 愛媛県新居浜市 

・TICCIH台湾 2012・本会議      2012/11/04(日)～08(木) 台湾 

・TICCIH台湾 2012・ポストツアー   2012/11/09(金)～11(日) 台湾 

・第 119回例会           2012/11/25(日) 13:00～ 名城大学名駅サテライト 

・第６回「2012年度 パネル展」   2013/01/22(火)～02/03(日)予定 名古屋都市センター 

・第 120回例会公開・パネル展講演会 2013/01/27(日) 13:00～予定 名古屋都市センター 

・第 121回例会           2013/03/24(日) 13:00～ 名城大学名駅サテライト 

・第 21回総会・第122回例会     2013/05/26(日) 13:00～ 会場未定 

［116-91-02］会員異動 （ ）内は入会日・退会日 

・入会：おりません 

・退会：野村保樹（2012/06/15） 

 

Ⅴ．お知らせ 

■ 事務局より住所・所属等が変更になった会員へのお願い 

 年度が替わるなどで職場や住所、電子メールアドレスが変更になった会員は、次の当会事務局まで

ご連絡ください。 

 連絡は、次の３方法があります。① h.noguchi@uotushaji.co.jp 、②電子メール版ニュースレタ

ーをそのまま返信（天野副会長と橋本広報幹事にも同時に送られます）、③自宅FAX 052-453-5838。 

 

■ 会計幹事より年会費納入について 

 2012年度の年会費の納入をお待ちしています。例会時に現金支払いも出来ますが、担当者が欠席す

る場合もありますので、手数料が発生しますが下記の郵便振替や銀行口座をご利用ください。 

 個人の年会費は４,０００円です。 

 ［郵便振替］ 口座番号：００８４０－１－１７４２５８ 口座名：中部産業遺産研究会 

 ［銀行口座］ 三菱東京ＵＦＪ銀行 鳴海支店 普通預金  口座番号：１５３１２６６ 

         口座名：中部産業遺産研究会 会計 市野清志 

 また、2011年度の未納の方も数名おられ、２年間未納の場合は退会となります。 

 問い合わせは、市野会計幹事（ichino82@tcp-ip.or.jp）または当会事務局までお願いします。 
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■ 「ものづくり文化再発見！ウォーキング大会」の開催 

 今年度は「Ⅲ．第 116 回定例研究会の報告 ５．見学会、その他の催し物」で予定報告を掲載し

たように、秋に２回開催します。当日のご参加や、産業遺産についての説明のご協力をお願いします。 

 

■ 研究誌『産業遺産研究』第20号の編集委員会より 

 論文・調査報告や研究ノートなど原稿を募集しています。原稿の締め切りは来年３月末です。 

 

■ シンポジウム「日本の技術史をみる眼」第31回の実行委員会の開催 

 シンポジウム「日本の技術史を見る眼」の実行委員会を、2012/07/22(日)の 10:00～12:00に定例研

究会と同じ会場で行う予定です。会員であれば参加できます。この実行委員会に出席希望やご意見な

どは、担当の山田貢シンポジウム事務局（yamada3a1415926535@ca2.so-net.ne.jp）または当会事務局

までお知らせください。 

 

■ 「2012年度 パネル展・名古屋のまちづくりを発展させた鉄道網」（仮称）の勉強会の開催 

 今回のパネル展、武豊線・東海道線・中央線・名鉄・近鉄・名古屋市電・地下鉄・名古屋駅をはじ

めとした主要駅などについてで、詳しい内容はこれからの勉強会などで、話し合い詰めていきます。

パネル展の開催は来年の2013/01/22(火)～02/03(日)までで、公開の定例研究会を2013/01/27(日)に

開催する予定です。 

 勉強会は偶数月の日曜日の14:00～16:30に名古屋都市センター13Fにて行う予定です。参考となる

文献は、新修名古屋市史５巻第四節、交通・運輸業の発展(P526～P550)、シンポジウム「日本の技術

史をみる眼」第13回鉄道遺産の現状と保存問題および第18回東海地方を駆け抜けた高速電車・新性

能電車、「中部の電力のあゆみ」第６回中部の電気鉄道100年があります。 

 勉強会の参加者で取り組んでも良いテーマを出し合い進めて行きます。参加は関心のある会員なら

誰でも出来ます。資料がある方は15部用意してください。この勉強会に出席希望やご意見などは、担

当の大橋公雄幹事（ohashi05@ai.wakwak.com）または当会事務局までお知らせください。 

 

■ 会報編集委員会より 

 編集委員の募集および、ご意見やご希望などお願いします。 

 産業遺産に関する情報・短信・文献紹介などお気軽にご投稿ください。投稿は郵送または電子メー

ルでお送りください。写真には必ず撮影者と撮影日時を記載したメモを貼り付けてください。原稿は

テキスト形式で作成していただくと編集作業がしやすいので、なるべくテキスト形式でお願いします。 

原稿送付先：野口英一朗noguchi.@d5.dion.ne.jp (←アドレスにご注意ください。@の前にドット。) 

 電子メールをお持ちの会員で、橋本幹事から電子メールニュースが配信されていない会員は、メー

ルにて、橋本幹事（hidekih@wine.plala.or.jp）までご連絡ください。すでに着信確認メールを出さ

れている方は、再度送信いただく必要はありません。 
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